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大野版ＤＭＯ設立検討委員会での検討結果 

ひら 

 
平成３０年１１月 

事務局：大野市産経建設部商工観光振興課観光振興室作成 

 



大野版ＤＭＯ設立検討委員会とは 

（2）検討経緯 

大野版ＤＭＯ設立検討委員会設置要綱（平成30年4月13日大野市告示第136号）に基づ
き、市内の観光関連事業者および団体から推薦を受けた11名の委員で構成 

氏名 所属 備考 

巣守 和義氏 一般社団法人 大野市観光協会 委員長 

藤堂 規行氏 大野観光自動車株式会社 副委員長 

木下 貴善氏 大野麺類組合 そばはうす ゑびすや 

嶋田 哲冶氏 越前信用金庫 

中村 圭吾氏 株式会社 メンテナンスナカムラ   

中村 広之氏 テラル越前農業協同組合   

毎川 和宏氏 大野市菓子組合 毎川金花堂 

松下 幸子氏 大野市旅館組合 中島屋旅館 

森田 雄大氏 大野商工会議所   

山元 新 氏 大野市商店街組合連合会 山元醤油味噌醸造元 

米村 仁志氏 九頭竜森林組合   

（1）検討委員会委員名簿（順不同）        （事務局）大野市産経建設部商工観光振興課観光振興室 

第1回( 4月27日) ； 大野市における観光の取り組み状況を共有するとともに課題を抽出 

第2回( 5月22日) ； 観光客を受け入れる体制や魅力ある資源・活動、 

            ＤＭＯに必要となる人材に求められるスキル等を洗い出し 

第3回( 6月25日) ； 市関連団体の観光への関わり・役割分担、団体送客を想定した事業者の連携方策などを検討 

第4回( 7月31日) ； 具体的なＤＭＯの組織形態とその課題抽出 

第5回( 9月21日) ； 大野らしいＤＭＯのカタチとその課題解決に向けた議論 

第6回( 10月15日) ； 提言書（案）の内容とＤＭＯ設立に向けた官民それぞれの動き確認 

第7回( 11月12日) ； 提言書（案）の内容確認、今後の動き 

※各回の検討状況・論点メモは、大野市ホームページで公表（http://www.city.ono.fukui.jp/） 
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大野版ＤＭＯ設立検討委員会における 

これまでの検討資料・検討状況 

‐2‐ 



大野市の実態～①人口 

• 日本全体で「人口減少社会」に突入。 

 2008年以降人口は減り続けている。 

 

⇒大野市では、平成27年国勢調査確定値で 

 「33,109人」と5年前より▲2,182人。  

 特に「生産年齢人口」の急減が顕著＝ 

「観光で大野市の未来を拓く」（大野版ＤＭＯのカタチ）第１回検討用資料 
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大野市将来推計人口 
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大野市の実態～①人口 
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大野市の実態～②産業構造 

「福井県の工業（平成28年経済センサス活動調査 製造業に関する結果報告書」 ‐5‐ 

２３年

実　数 実　　数 構成比

万円 万円 ％

合 計 193,929,355 207,861,180 100.0 7.2

福 井 市 43,290,136 41,188,843 19.8 ▲ 4.9

敦 賀 市 12,519,980 10,654,778 5.1 ▲ 14.9

小 浜 市 4,822,000 3,581,135 1.7 ▲ 25.7

大 野 市 4,536,704 5,187,519 2.5 14.3

勝 山 市 15,001,048 6,630,392 3.2 ▲ 55.8

鯖 江 市 15,717,822 17,105,360 8.2 8.8

あ わ ら 市 13,176,317 19,666,635 9.5 49.3

越 前 市 41,837,352 56,830,286 27.3 35.8

坂 井 市 31,500,432 31,634,840 15.2 0.4

永 平 寺 町 1,500,875 1,773,820 0.9 18.2

池 田 町 200,559 195,553 0.1 ▲ 2.5

南 越 前 町 988,004 1,119,028 0.5 13.3

越 前 町 4,015,824 5,144,584 2.5 28.1

美 浜 町 242,089 315,263 0.2 30.2

高 浜 町 303,752 506,732 0.2 66.8

お お い 町 208,061 306,130 0.1 47.1

若 狭 町 4,068,400 6,020,282 2.9 48.0

市　　町

製造品出荷額等
(含．個人経営調査票）

２８年（２７年実績）
対23
年比

○大野市の製造品出荷額等 
 は県全体の2.5％。広域 
 圏で見ても、割合として 
 5.7％。 

 

⇒ものづくりの町ではない 
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大野市の実態～②産業構造 

経済産業省公表「福井県の地域経済分析」 

○福井経済圏内全産業 
 における「労働生産 
 性」は、全国平均を 
 下回っている。 
 
⇒特にサービス産業で 
 は賃金水準も低く、 
 生産性向上策が求め 
 られる 
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大野市の実態～③観光入込客数 

• 日本では、インバウンド（外国人観光客） 
誘致に取り組んでいる。2020年、訪日外 
国人旅行者4000万人を目指すとしている 

  （「観光立国推進基本計画」平成２９年３月２８日閣議決定） 

 

⇒大野市では、平成29年の観光入込客数が 

 「200万4500人」。3年連続200万人を 

 超えた一方、日帰り客が大半を占める状 
 況。訪日外国人数も福井県全体で低調 
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大野市日帰り・宿泊客数の推移 

大野市の実態～③観光入込客数 

1,433  1,396  

1,738  

1,423  1,426  1,448  

1,831  

1,961  
2,006  

1,899  
82  

81  

88  

110  111  95  

105  

111  

127  

105  

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

宿泊客 

日帰り客 

(千人) 

※各年の数字は1月～12月集計分「大野市商工観光振興課」 
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大野市の実態～④観光消費額 
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福井県（県外客）と比較しても1/2以下 
高山市との比較では1/3以下の状況 
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平成30年2月改訂「越前おおのブランド戦略」 平成34年（2022年）目標 ５〃５００円 
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大野市を取り巻く社会経済情勢 

金沢駅〜敦賀駅間開通 
 （2023年予定） 

東京オリンピック・パラリンピック 
 （2020年7月〜8月） 

中部縦貫道・大野油坂道路 
 全線開通（2022年要望中） 

国道158号 境寺〜計石間バイパス 
 全線開通（2022年予定） 

重点道の駅「（仮称）結の故郷」 
 供用開始（2020年予定） 

ワールド・マスターズゲームズ
2021関西（2021年5月） 

（仮称）大野市産業団地 
（2020年予定） 

福井しあわせ元気国体・大会 
 （2018年9月〜10月） 

ラグビーワールドカップ2019 
 （2019年9月〜11月） 
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「ＤＭＯ」という考え方 

• Destination Management / Marketing Organization 
 

 「人口減少･少子高齢化に直面する我が国の最重要課題である「地方

創生」において、観光は旺盛なインバウンド需要の取り込みなどに

よって交流人口を拡大させ、地域を活性化させる原動力となります。 

 こうした取組を進めるためには、地域の「稼ぐ力」を引き出すとと

もに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観

光地域づくりの舵取り役としての役割を果たす「日本版ＤＭＯ」を、

今後、全国各地域において形成･確立し、これを核とした観光地域づく

りが行われることが必要です。 

 

国土交通省観光庁「日本版ＤＭＯの候補となりうる法人の登録に関する要領」より 
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日本版「ＤＭＯ」登録要件 

（１）日本版ＤＭＯを中心として観光地域づくりを 
              行うことについての多様な関係者の合意形成 
 Ⅰ．地域の多様な関係者で合意形成する仕組みを構築し、その仕組みの中に、 

   ①地域が「売り」とする観光資源の関係者、②宿泊事業者、③交通事業者、④行政 

   以上①～④が原則として全て参画していること。 

 Ⅱ．合意形成の仕組みにおいて、ＤＭＯが中核的立場になっていること（会議体を主導する等） 

 Ⅲ．地域住民に対して、観光地域づくりに関する意識啓発・参画促進のための取組を実施して 
   いること。  ※広域連携ＤＭＯ及び単独都府県の地域連携ＤＭＯを除く。 

 

（２）データの継続的な収集、戦略の策定、ＫＰＩの設定・ＰＤＣＡサイクルの確立 
 Ⅰ．少なくとも、①延べ宿泊者数、②旅行消費額、③来訪者満足度、④リピーター率、⑤WEB 
   サイトのアクセス状況 以上①～⑤のデータを原則として全て収集していること。 

 Ⅱ．収集したデータに基づいたターゲット設定を行っていること。 

 Ⅲ．設定するコンセプトが地域の強みや魅力を端的かつ分かりやすく表現していること。 

 Ⅳ．上記Ⅰ～Ⅲを踏まえた適切な項目及び目標数値のＫＰＩが設定されていること。 

  （※延べ宿泊者数・旅行消費額、来訪者満足度、リピーター率の4項目は必須とし、地域の実 
    情に応じた適切な年次、目標数値、伸び率等が設定されていること。） 

 Ⅴ．ＫＰＩの達成状況について毎年評価・分析した上で関係者と共有していること。 

 Ⅵ．Ⅴの評価・分析に基づき、必要に応じて計画の見直しを行っていること。 
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国土交通省観光庁「日本版ＤＭＯ登録要件の充足状況に係る判断基準」 
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日本版「ＤＭＯ」登録要件 

（３）関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する 
                 調整･仕組み作り、プロモーション 
 Ⅰ．地域での合意形成の仕組みも活用し、地域の多様な関係者間で戦略の共有を行うとともに、 
   その戦略に照らして、地域における取組の不足や重複等の調整を定期的に行っていること。 

 Ⅱ．Ⅰの戦略を踏まえ、地域が観光客に提供するコンテンツやサービスを維持・改善するための 
   取組(※)が実施される仕組みや体制が構築されていること。（※例えば、景観形成や歴史的 
   資源・自然環境の保全・管理、地域の食や宿泊施設等の質向上、観光案内所の質・利便性等 
   の向上、観光産業人材の育成、交通条件の整備等） 

 Ⅲ．戦略に基づいて、ＤＭＯ及び地域の多様な関係者が協働し、一元的かつ効率的な情報発信・ 
   プロモーションを行っていること。 

 

（４）日本版ＤＭＯの組織 
 Ⅰ．法人格を取得していること。 
 Ⅱ．戦略の策定及びそれに基づく取組の実施に係る意思決定の責任者を明確にしていること。 
 Ⅲ．データ収集･分析等の専門人材がＤＭＯ専従で最低一名存在していること。 

 

（５）安定的な運営資金の確保 
 Ⅰ．ＤＭＯの役割として実施する取組において必要な財源（収益事業、会費、公物管理受託、 
   行政からの補助金・負担金・委託料等）を確保できる見通しがあること。 

 Ⅱ．運営資金のうち、行政からの支出による財源（補助金、負担金、委託料等）が過半を占めて 
   いる場合で、かつ、将来にわたりそれらの安定的な確保が見込まれない場合には、自主財源 
   創出の取組について検討していること。 
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大野版ＤＭＯのイメージ（案） 
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国土交通省観光庁「日本版ＤＭＯの概要」 

DMO専門の人材が不可欠（要検討） 
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検討会議の狙い・目的 

「５年後、１０年後の大野市を描いたとき、人口減少が続
く中、観光客を新たに取り込んで売上を伸ばすこと」。 

 

 

◎ 人口が減らなくなること。 

◎ 若者が戻ってきて、 

  子どもが生まれ続けること。 

◎ 誇りを持って地域を残すこと。 
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検討会議の狙い・目的 

「５年後、１０年後の大野市を描いたとき、人口減少が続
く中、観光客を新たに取り込んで売上を伸ばすこと」。 

 

 

【会議で考え・アイデア出し合う】  

 ①今すぐできること（個店・同業種の組合単位で） 

 ②既存組織との連携・サポートを受けて実施 

 ③新たな機能（組織）による実施 

 

 先進地視察や外部専門家との意見交換などを踏まえ、 

 大野らしい「大野版ＤＭＯのカタチ(※)」を追求する＝ 
   （※）「大野版ＤＭＯのカタチ」とは新設だけではなく、機能や連携方策を含む 
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検討会議メンバーのルール 

「５年後、１０年後の大野市を描いたとき、人口減少が続
く中、観光客を新たに取り込んで売上を伸ばすこと」。 

 

 

【委員メンバー】 

• 人の意見を否定しない 

• 発言は積極的に前を向き、自分事として行う 

• 地域の生き残りをかけて仲間を増やす、行動する 

【行政（大野市）】 

• 庁内外の関係機関・団体との調整に全力を注ぐ 

• 必要な情報は積極的に提供する、広報する 
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検討会議スケジュール（案） 

４月～ 検討会議開催 

 ・謝礼なし 

 ・毎月議論（SNS活用で随時共有） 

 ○どうなりたいか【将来を描く】 

 ○何ができるのか【実際に動く】 

 ○誰を狙うのか【認識を共有する】 

６月～７月 先進地視察 

 ○売上増加に向けた工夫・仕組み 

 ○将来を描くモデル・イメージ 

秋ごろ～ 大野版ＤＭＯのカタチ具現化へ 
‐18‐ 

＜同時並行＞ 

・実現可能性 
  組織再編 

  収益の柱 

  ﾄｯﾌﾟ人材 など 

 

・危機感共有 
  仲間を増やす 

  誇りを持つ 

  差別化する など 

◎地域間競争を「観光客目線」で！ 
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観光の取り組み状況…大野市（行政） 

【営業セールス】 
 ①県内 ②県外 ③国外 
 
【誘客活動】 
 ①イベント ②情報発信 ③広告 
 
【受入体制強化】 
 ①まちなか ②郊外 
 
【消費額拡大・新たな企画提案募集】 
 ①宿泊施設への支援 ②特産品販路拡大の支援 
 ③企画提案募集 
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観光の取り組み状況…大野市（行政） 

【営業セールス】 
①県内／600万円 

（大野・勝山・永平寺周遊滞在型観光推進エリア、奥越前観光連盟、 

 九頭竜テラル高原、嶺北連携中枢都市圏、福井観光コンベンション協会） 

 ⇒食べ歩きマップ活用への支援、パンフ・チラシ作成配布など 

②県外／1,400万円 

（福井県観光連盟、越前美濃街道広域観光推進協議会、環白山広域観光協議会、  

 加賀越前広域観光推進協議会、ふくいやまぎわ天下一、白山ユネスコ） 

 ⇒観光・教育バス旅行への支援、ポスター・チラシ作成配布など 

③国外／10万円 

（福井県観光連盟、おもてなしセールス・台湾、クルーズ船誘致） 

‐20‐ 

○誘客ターゲットの絞込みが必要ではないか。 
○誘客ターゲットと受入ニーズはマッチしているのか。 
○営業活動は、手数料など価格交渉できず限界がある。 
○人事異動により長期的に関係性を持つことも難しい。 
○市補助（税金）が観光を産業化する呼び水となっているのか。  
 本当の自立する仕組みは構築できないのか。 
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観光の取り組み状況…大野市（行政） 

【誘客活動】 
①イベント 
 委託／2,200万円 
 （大野市観光協会（結の花、夜市）、九頭竜まつり実行委員会、 
  城まつり実行委員会、冬物語実行委員会） 

 補助／1,200万円 
（産業と食彩フェア、味物語実行委員会、そばまつり実行委員会、 
 アルプス音楽祭、結チャリ、七間朝市、小京都五番） 

②情報発信／110万円 
 大野市ホームページ、観光協会ホームページ、ＳＮＳの更新、 
 ＃（ハッシュタグ）の活用 
③広告／1,800万円 
 有料広告、雑誌掲載 
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○営業と誘客イベントのターゲットはマッチしているのか。 
○発信先の選択は正しいのか。（受入ニーズと合っているのか） 
○発信する内容と受け手側の要求が一致しているか。 
○広告宣伝の費用対効果をどう考えるか。 
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観光の取り組み状況…大野市（行政） 

【受入体制強化】 
 大野版ＤＭＯのカタチ追求／旅行会社向けの助成制度/メディア・旅行会社等の視察対
応／Wifi整備など環境整備 

①まちなか／8,700万円 ※指定管理費、ハード整備費含む 

 観光施設の指定管理者制度導入による「稼ぐ力」向上（郊外含
む）、文化施設の活用による周遊滞在の推進、観光案内サイン整備、
観光体験（平成大野屋二階蔵ほんわか、もっこ、奥越太鼓等）、価値
向上に向けた天空の城や良縁の樹ブランド化、市民総ガイド委託、遠
足誘致など 

 

②郊外／16,300万円 ※指定管理費、ハード整備費含む 

 登山道整備、重点道の駅整備、六呂師高原活性化協議会、化石発掘
体験と和泉郷土資料館、農泊、エコ・グリーンツーリズム、合宿誘
致、スキー場、キャンプ場、温泉（温浴施設）など 
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○環境整備はどこまで（範囲、レベル等）が求められるのか。 
○受入側同士の連携をどのようにとっていくべきか。 
○受入側の人材は育成されているのか。求められる人物像は。 
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観光の取り組み状況…大野市（行政） 

【消費額拡大・企画】 
①宿泊施設への支援／2,200万円 
 結の宿再生促進事業補助 

 

②特産品販路拡大・ブランド発信の支援／2,700万円 
 起業家・経営者応援、元気チャレンジ企業支援（商業者向け） 
 大野在来そば、特産作物ブランド力強化事業補助（農業者向け） 
 ブランドPR拡大、ブランド創造補助（事業者・団体向け） 

 

③新たな地域資源活用・企画提案募集／300万円 
 名水を活用した新商品開発（大野商工会議所） 
 観光プロデュースコンテスト開催（高校生、大学生、専門学校生） 
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○観光消費額をどこで上げるのか。 
 →宿泊を増やすのか、単価（食事、土産、体験など）を上げるのか。 
○どの世代をターゲットに設定し、消費額を上げるのか。  
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観光の取り組み状況…大野市（行政） 
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まとめ 
【営業セールス】 ①県内：600万円 ②県外：1,400万円 ③国外：10万円  

計：2,010万円 

【誘客活動】 ①イベント：3,400万円 ②情報発信：110万円 ③広告：1,800万円 

計：5,310万円 

【受入体制強化 ※指定管理費・ハード整備費含む】 

 ①まちなか：8,700万円 ②郊外：16,300万円 

計：2億5,000万円 

 

【消費額拡大・新たな企画提案募集】 

 ①宿泊施設への支援：2,200万円 ②特産品販路拡大の支援：2,700万円  

 ③企画提案募集：300万円                       計：5,200万円 

事業費合計：3億7,520万円 

【職員数】商工観光振興課 観光振興室職員数：１１名（正職員のみ） 

 人件費概算：6,300万円 ※手当含む。平成28年度職員平均給与で算定。 
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観光の取り組み状況…第3セクター等 
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法人名 代表者 資本金等 事業内容 

（株）平成大野屋 
社長 
 田中雄一郎（副市長） 

3,000万円 
うち市出資金1,550万円 

特産品の販売や販路拡大、 
レストラン運営 

（株）昇竜 
社長 
 田中雄一郎（副市長） 

3,000万円 
うち市出資金2,150万円 

九頭竜まいたけ、穴馬スイー
トコーンなどの生産、加工 

（株）結のまち越前おおの 
社長 稲山幹夫 
（大野商工会議所会頭） 

275万円 
うち市出資金100万円 

まち講座や体験型観光ツアー
の企画、食べ歩きマップ発行 

（一社）大野市観光協会 会長 新井俊成 出損金なし 
観光案内や地域と連携したイ
ベント等の実施 

（一財）越前おおの農林樂舎 
理事長 
 田中雄一郎（副市長） 

出損金 300万円 
農林産物の販売、販路拡大支
援、農家の下支え、ブランド
発信 

大野商工会議所 会頭 稲山幹夫 出損金なし 商工業の振興 

・各組織の活動で重複していることも多く、連携体制に課題を抱えている 
・分散したエネルギーを一本化して、観光のかじ取り役が必要ではないか 
・DMOを組織し、活動している県内市町がでている（小浜市、勝山市） 
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観光の取り組み状況…第3セクター等 

①㈱平成大野屋（社長は副市長、平成11年設立。市出資あり）   

 ○まちなか観光拠点施設「平成大野屋」および結ステーション全体  
  （まちなか交流センター除く）の指定管理受託 

(1)結楽座店舗での土産品・野菜販売、通信販売 

(2)平成大野屋はいから茶屋でのレストラン運営 

(3)貸館や二階蔵での体験など提供（ひなまつり実行委員会事務局） 

(4)市外への出向宣伝、PR活動 

 ○市の関わり 
  ・社長が大野市副市長、まちなか観光拠点施設の指定管理 
  ・大野市特産品の販路拡大（ECサイト運営含む） 
  ・大野市特産品を通じた市のＰＲ活動（委託） 

 ○目的 
  株式会社ではあるが、営利のみを追求するのではなく、本市全体の振興「大野市と 
  大野市民が元気になること」を目的とするものであり、公共性・公平性も確保する 
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観光の取り組み状況…第3セクター等 

②㈱昇竜（社長は副市長、平成10年設立。市出資あり） 

 ○特用林産物生産加工施設の指定管理 
・九頭竜まいたけ（卸売、直販） 

・穴馬カブラ、穴馬スイートコーン（直販） 

 

 ○市の関わり 
  ・社長が大野市副市長、特用林産物生産加工施設指定管理 

 

 ○目的 
  まいたけ生産による地域振興及び雇用推進。地域産業に関する商品の企画、立案並 

  びに斡旋。 
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観光の取り組み状況…第3セクター等 

③㈱結のまち越前おおの 
 （社長は稲山大野商工会議所会頭、平成25年設立。市出資あり） 

 ○主な業務 
(1)食べ歩きマップ販売、まちなか循環バス＆文化施設入館パスポート発行 

(2)越前おおのまち講座企画、魚屋さんでおおの膳運営 

(3)その他、コインロッカー管理、体験メニュー開発等 

 ○市の関わり 
  ・出資はしているが、役員は出していない 
  ・立ち上がり期の資金支援（3年間）と人的支援（職員派遣2年間） 
  ・ＪＲ越美北線利用の観光客向けサービスの提供 
   （食べ歩きマップ〒パスポートの駅等での配布、コインロッカー管理） 
  ・実践型雇用創造推進事業による観光体験メニューの開発（平成29年度で終了） 

 ○目的 
  市街地整備等まちづくりに係る調査研究、企画調整、事業推進や、特産品・工芸 
  品・観光土産品の企画、開発、製作及び販売、不動産の売買、交換、賃貸借及び仲 
  介並びに所有・管理、飲食店の経営など 
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観光の取り組み状況…第3セクター等 

④一般社団法人 大野市観光協会 
 （会長は新井俊成氏、市出損金なし） 

 ○主な業務 
(1)元町会館（五番七間角）窓口での観光案内（委託） 

(2)観光ボランティアガイド（委託）、寺町まちづくりの会事務局 

(3)酒枡コレクションラリー、ふるさと大使派遣 

(4)その他、美濃街道ウォーキングイベント、おもてなし講演会など 

 ○市の関わり 
  ・事務局の運営支援（資金支援） 
  ・各種事業を委託実施（結の四季彩まつり、歴史巡り、観光案内） 
  ・観光情報等の提供（ホームページによる発信） 

 ○目的 
  観光資源の発掘整備、観光客の誘致及び広報、物産及び土産品の宣伝、紹介及び販 
  売、郷土文化向上のための研修会、観光関連団体との連絡協調、観光に関する情報 
  資料収集など 
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観光の取り組み状況…第3セクター等 

⑤一般財団法人 越前おおの農林樂舎 
 （理事長は大野市副市長、市出損金あり） 

 ○城下町東広場（多目的広場兼駐車場）の管理委託 
(1)うごく八百屋集荷・配送 

(2)㈱モンベル商品の仕入れ販売 

(3)大野産農産物使用飲食店（都市部）の新規開拓・フォローアップ 

(4)通販、軽トラ野菜市によるPR、出向宣伝の実施、エコフィールド管理など 

 ○市の関わり 
  ・職員派遣と運営支援（資金支援） 
  ・城下町東広場管理委託 
  ・農業関連協議会事務局支援（資金支援） 
  ・モンベルツアー連携（エコ・グリーンツーリズム）委託（～平成29年度） 

 ○目的 
  農家の下支え、頑張る農業者の支援等 
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観光の取り組み状況…第3セクター等 

⑥大野商工会議所（会頭は稲山幹夫氏） 

 ○結ステーション内に事務所立地（平成22年に六間通りから移転） 

 ○主な業務 
  （1）市内商工業者の振興、創業支援、空き家等への出店支援など 

  （2）まちなか交流センターの指定管理 

    目的；市民の交流を通して中心市街地の活性化と産業の振興を図るとともに、 
       スポーツを通じて市民の心身の健全な発達に寄与する 

    業務；交流センターの利用および管理（小会議室、中会議室、多目的ホール） 
       大野市の観光情報提供及び総合案内 

  （3）おおの城まつり実行委員会事務局、観光誘客イベントの実施 
     （城まつり、サバウオーク、でっち羊かんまつり、産業と食彩フェア） 

 ○市の関わり 
  ・商工業の発展に向けて、各種補助・委託事業を通じて連携 

  ・会議所運営支援、各種イベント支援、オープンカフェ実証など委託 
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観光の取り組み状況…第3セクター等 

⑦その他（民間事業者、団体等） 
 ■福井和泉リゾート 道の駅九頭竜、福井和泉スキー場など 

 ■メンテナンスナカムラ ミルク工房、ﾊﾟｰｸﾎﾃﾙ、ﾌﾚｱｰﾙ和泉など 

 ■森山観光 六呂師スキーパーク、九頭竜スキー場など 

 ■山内建設 麻那姫湖青少年旅行村（中島公園）など 

 ■九頭竜森林組合 宝慶寺いこいの森キャンプ場 

 ■六条メディカル 六呂師ﾊｲﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ、トロン温浴施設うらら館など 

 ■豊実精工㈱ ｻﾙﾄﾘｱ・ﾀﾞ・水本（旧女学院）、鳩ヶ湯温泉など 

 ■NPO（奥越前まんまるサイト、九頭竜化石研究会など） 

 ■ガイド（ボランティアガイド、山岳、釣り、人力車） 

 ■出荷者・事業者組織（朝市出荷組合、商店街、振興協議会） 

 ■体験観光 
  （醤油、ﾜｲﾅﾘｰ、神社、酒蔵、酢、ﾊﾟｺｰﾝ、まち講座、ｷｬﾝﾌﾟ） 
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これまでの論点と第３回委員会での提示（案） 
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【提示済みのデータ】 

  大野市（行政）の観光取組状況、大野市関連団体の業務内容と決算 

  ①（株）平成大野屋 ②（株）昇竜 ③（株）結のまち越前おおの 

  ④（一社）大野市観光協会 ⑤（一財）越前おおの農林樂舎 ⑥大野商工会議所 

【これまでの論点】 

 送客手数料をしっかり払って（その金額も加味して）料金設定できるかどうか。 

 家族経営などが多い中、同業種で補う仕組みなどができないか。 

 イベントは収支バランスが均衡となるか、あくまで誘客目的に絞って実施すべきでは。 

 取捨選択できるトップ人材、やる気ある事業者と連携したＤＭＯが必要では。 

 

⇒論点１「事業者のできること」 

 「送客」受けて対応するイメージができるか。できない原因は何か。 

 どうすればできるか。 

⇒論点２「ＤＭＯのあり方と専門人材」 

 大野市関連団体および行政の業務において、整理統合すべきものは何があるか。 

 その受け皿はどこが想定されるか。自走に向けて求められる人材とは。  
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論点ごとの議論の方向性（案） 
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⇒論点１「事業者のできること」 

 各事業者が、「送客」受けて対応するイメージができるか。できない原因は何か。 

 どうすればできるか。 

  

 ◎送客シミュレーションしてみる。 

  ⇒観光施設運営・飲食業、小売業・土産品販売 

 

  家族経営での受入。業種ごとの傾向。料金やメニュー設定。準備に要する期間等。 

  手数料を加味した料金・メニュー設定を行うとともに、団体客が一度に送客されて 

  きた場合の対応をイメージしてもらい、課題を出してもらう。その上で、どうすれば 

  できるか実現可能性を高めていくための議論を行う 

 

（到達点）・同業種で連携することで対応できる仕組みを考えてみる 

     ・土産品等を扱う店舗に集約（例、結楽座や道の駅等）して、そこが送客する上で 

      負担する仕組みに協力するなど、ＤＭＯと各事業者がともに「観光で稼ぐ」ため 

      にできる「大野らしいカタチ」を探る 

「観光で大野市の未来を拓く」（大野版ＤＭＯのカタチ）第３回検討用資料 



論点１ 送客シミュレーション 
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施設収入（弁当代） R=10％ R=5％ 

（積込弁当1,000円×40名＝40,000円収入 旅行社4,000円 DMO2,000円 ⇒施設収入34,000円） 

施設収入（団体昼食代） R=10％ R=5％ 

（団体昼食1,500円×40名＝60,000円収入 旅行社6,000円 DMO3,000円 ⇒施設収入51,000円）   

観光施設運営・飲食業 
（前提）旅行会社への手数料（総額の１０％）、ＤＭＯへの手数料（総額の５％）の場合 

想定メニュー・料金等 
 
○ごはんを醤油かつ丼に代えての提供 
 
○手数料を引いた価格で原価設定すれば対応可 
 
○地元食材が一部入ったお弁当（800円～） 
 
○地元食材が一部入った昼食（1500円～） 

課題・疑問点 
 
○手数料設定 
 昼食手数料を９％以下に 
 
○料金設定（消費税） 
 単価1500円でも1275円の料理提供となる 
 
○お店での対応 
 貸し切り状態になってしまう点 
 通常のお客様が対応出来なくなる点 
 蕎麦の作り置きは出来ない、したくない点 
 各店で提供する料理がバラつく可能性 
 
○ＤＭＯとの関係 
 注文意向を正確に伝える手段（書面等） 
 数量変更などキャンセル可能日の設定 

「観光で大野市の未来を拓く」（大野版ＤＭＯのカタチ）第３回検討用資料 



論点１ 送客シミュレーション 
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購入代金（商品） R=100円/人 R=50円/人 

（商品500円×40名＝20,000円収入 旅行社＠100円×40名＝4,000円 DMO2,000円 ⇒店舗収入14,000円） 

小売業・土産品販売 
（前提）旅行会社の立寄料（1人送客100円or1台2,000円※）、ＤＭＯへの手数料（旅行社の半分）の場合 

 ※小規模店舗の場合、自己申告による売上×10％相当、DMO5％の場合あり 

想定メニュー・料金等 
 
○お土産店に送客されると自社商品の売上に 
 結びつくか分からず自店に送客を望む 
 
○蔵見学や体験など組み合わせて実施 
 （ただし、人数制限があるため、商店街単位 
  など複数事業者で実施） 
 
○上記の料金で想定するなら、自己申告による 
 売上の歩合制が現実的 
 

課題・疑問点 
 
○同業者の送客（他店への紹介）はしない慣例 
 （行う場合には紹介カードなど） 
 
○商店街での送客受入方法（定休日振替や旅行 
 パッケージのウリとなるサービス等） 
 

 

購入代金（商品） R=2000円 R=1000円 

（商品500円×40名＝20,000円収入 旅行社1台2,000円 DMO1,000円 ⇒店舗収入17,000円） 

購入代金（商品） R=100円/人 R=50円/人 

（商品800円×40名＝32,000円収入 旅行社＠100円×40名＝4,000円 DMO2,000円 ⇒店舗収入26,000円） 

購入代金（商品） R=2000円 R=1000円 

（商品800円×40名＝32,000円収入 旅行社1台2,000円 DMO1,000円 ⇒店舗収入29,000円） 

「観光で大野市の未来を拓く」（大野版ＤＭＯのカタチ）第３回検討用資料 



論点ごとの議論の方向性（案） 
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⇒論点２「ＤＭＯのあり方と専門人材」 

 大野市関連団体および行政の業務において、整理統合すべきものは何があるか。 

 その受け皿はどこが想定されるか。自走に向けて求められる人材とは。 

  ①（株）平成大野屋 ②（株）昇竜 ③（株）結のまち越前おおの 

  ④（一社）大野市観光協会 ⑤（一財）越前おおの農林樂舎 ⑥大野商工会議所 

 

 ◎大野市関連団体の「観光」における強み弱み、ＤＭＯが担うべき業務について意見を 

  出し合ってもらいながら、大野らしいＤＭＯのカタチを探る。 

  

  出された業務が自走につながるか（ＤＭＯにとって有益か） 

  出された業務を担う組織は新法人設立か、既存組織の統合もしくは強化か 

 

（到達点）・大野市の観光を担う組織のカタチが見えてくる 

     ・ＤＭＯ自体が自走する上で欠かせない業務が見えてくる 

     ・中心となる業務を担う専門人材の姿、求められるスキルが見えてくる 

      

「観光で大野市の未来を拓く」（大野版ＤＭＯのカタチ）第３回検討用資料 



大野市における「観光業」の可能性を探る 

・観光は裾野が広く、第１次～第３次産業まで影響を与えるため、国を挙げ 
 て取り組んでいる（訪日外国人旅行者数の目標；2020年に4000万人）。 

・大野市では、農業、繊維や電子・デバイス中心の製造業、建設業、商業・ 
 サービス業などが産業の基盤（雇用の受け皿）となっている。 

・大野市には、越前大野城などの観光スポット、市民の生活と調和した朝市 
 や寺町通りなど、歴史や自然環境、町並みなど観光資源が多数存在する。 

・商工観光振興課中心に第３セクター等と連携して「観光誘客」に力点を置 
 いた「観光」の取り組みを進めている。 

⇒行政中心に「観光」に取り組んでいるが、民間主導 
 の観光地域づくりを進める舵取り役となる「大野版 
 ＤＭＯ法人(※)」を中心に、官民一体となった「観 
 光業」という産業を育成することが必要ではないか。 
 ※ＤＭＯとは、Destination Management / Marketing Organization の略であり、地域の「稼ぐ力」を 
  引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り 
  役を指します。２０１８年３月現在、全国７０法人が国の認定を受けています（観光庁発表） 

〜大野版ＤＭＯ法人の設立を検討している目的と目指す姿〜 

事業者の皆さまへ 
「観光で大野市の未来を拓く」（大野版ＤＭＯのカタチ）第４回検討用資料 
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 大野版ＤＭＯ設立検討委員会における論点整理 

【背景】 
●人口減少（特に生産年齢人口の減少）が続く 
  平成27年国勢調査確定値で「33,109人」と5年前 
 より▲2,182人。今後、「生産年齢人口」が半減 
 （15歳～64歳人口 約2万人⇒約1万人） 

●産業構造「ものづくり」の比率は低い 

  製造品出荷額等は県全体の2.5％。勝山市を含め 

 た広域圏で見ても、割合として県全体の5.7％ 
●観光入込客数は増加。だが消費額は低い 
  平成29年の観光入込客数は「200万4500人」。 
 だが、観光消費額（日帰り一人当たり）は2,547円 
 であり、岐阜県高山市（9,305円）の3分の1以下 

（事務局；産経建設部商工観光振興課観光振興室） 

大野版ＤＭＯ法人 
(旅行業取得) 

民間出資、事業者会費 

事業 
収入 

行政支援 

【まず取り組むこと】 
○旅行会社への営業活動 
 団体旅行等契約、営業セールス 
○事業者との連携、調整、指導 
 料金収受、商品開発・受入支援 
○観光産業化に向けた企画 
 効果的なイベント企画 など 
【中・長期的に広げていくこと】 
○広域ＤＭＯ連携、宿泊強化 など 

2019年 2020年 2021年 2022年〜 

出資募集・事業者
連携等関係構築 

設
立 

DMO
法人 

行政 

   （大野市の観光業の舵取り役）観光企画、事業者連携、営業セールス活動 

元号変更、ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟﾗｸﾞﾋﾞｰ、 
消費税10％ 

東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 
 ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ 

関西ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ 
重点道の駅開駅 

拡大継続 

北陸新幹線福井開業 
中部縦貫道県内全線開通 

・市関連団体の「観光」業務を集約 
・観光誘客活動の一本化 
・観光誘客企画の一本化 
・指定管理のあり方           など 

【設立時期】2019年中に設立目指す 

【会社形態】民間による出資法人（株式会社） 

【収益構造】（短期）旅行団体誘致による手数料収入 

      （中長期）宿泊施設と組んだツアー造成 

事業者 

第3セクター等  役割分担明確化、事業の整理・統合 
 ㈱平成大野屋、（一財）越前おおの農林樂舎、㈱昇竜、（一社）大 

 野市観光協会、大野商工会議所（㈱結のまち越前おおの） など 

ＤＭＯとの連携、観光客向け商品・サービス開発・提供、観光地域づくりへの参画・事業展開 拡大継続 

連携 

観光ＰＲ活動、誘客企画の一本化、指定管理のあり方検討、実施 

【ＤＭＯ法人と連携する上で 
    求められるスキル・役割等】 
●トップ人材に求めるスキル・人柄 
●組織に求める役割 など 
⇒ＤＭＯ中心の「観光業」への参画、 
 ＤＭＯとともに稼ぐ地域づくり、 
 さらなる設備投資・雇用拡大へ 

協力・連携 

連携 

外部人材登用・ 
「観光」一本化 

(2018年7月時点） 

※設立検討委員会は次の事業者・団体から推薦された11名で構成さ
れています。検討状況は大野市ホームページに掲載しています。 
 （一社）大野市観光協会、越前信用金庫、大野観光自動車株式会社、 
 大野市菓子組合、大野市商店街組合連合会、大野商工会議所、 
 大野市旅館組合、大野麺類組合、（株）メンテナンスナカムラ、 
 九頭竜森林組合、テラル越前農業協同組合 （順不同） 
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【各事業者としてご検討お願い】 
●ＤＭＯとの連携について 
●観光客向け商品メニュー開発について 
●同業種、異業種含めた事業者連携の 
 あり方について など 

「観光で大野市の未来を拓く」（大野版ＤＭＯのカタチ）第４回検討用資料 



観光を推進する理由 

①人口減少により、商圏人口が減っているから 
 将来推計人口による大野市および近隣市町の人口減少が続く見通し。また、大野市の人
口推移では、今後30年で15歳～64歳の生産年齢人口が半減する見通しとなっている。 
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65歳以上 

15～64歳 

0～14歳 

国立社会保障・人口問題研究所2018（H30）年3月公表 

  大野市の将来人口推計        （単位；人） 

「若い人材」の働きたい場
が少ないため、生産年齢人
口の減少に歯止めがきか
ず、結果として年少人口の
減少も進んでいる。 

【期待される効果】 
 観光客の取り込みによ
り人口減少に伴う利益減
少をカバーできる 
⇒行政課題である地域経
済の活性化と人口減少対
策にも寄与 
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観光を推進する理由 

②観光は裾野が広く、多くの業種に寄与するから 
 観光産業とは、UNWTO（世界観光機関）が「観光統計に関する国際勧告2008において 
観光客に対して直接商品の販売又はサービスを提供する産業と規定されており、下記分類 
が該当。平成24年に観光庁は「観光地域経済調査」を実施している。 

 

 宿泊ｻｰﾋﾞｽ ／ 飲食ｻｰﾋﾞｽ ／ 旅客輸送ｻｰﾋﾞｽ ／ 輸送設備ﾚﾝﾀﾙｻｰﾋﾞｽ 

 旅行業、その他の予約ｻｰﾋﾞｽ ／ 文化ｻｰﾋﾞｽ ／ ｽﾎﾟｰﾂ・娯楽ｻｰﾋﾞｽ ／ 小売 
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「観光で大野市の未来を拓く」（大野版ＤＭＯのカタチ）第５回検討用資料 

大野市では、農業、繊維や電子・デバイス中心の製造業、建設業、
商業・サービス業などが産業の基盤（雇用の受け皿）となっている
が、例えば観光客増加による宿泊施設の規模拡大により、建設業や
製造業、金融業などといった観光関連産業への影響なども考えられ
ることから、観光は裾野が広いといえる。 



産業別事業所数および男女別従業者数（平成28年経済センサス） 
総　　　　　数 総　　　　　数　(続き)

事業所数 従業者数 男 女

大野市計  1,843  14,196
 7 ,331  6 ,812

A～B 農 林 漁 業 （ 個 人 経 営 を除 く ）  36  666  585  81

 C 鉱 業 ， 採 石 業 ， 砂 利 採 取 業  1  1 -  1

 D 建 設 業  282  1,673  1,370  296

 E 製 造 業  207  2,915  1,663  1,252

 F 電 気 ・ ガ ス ・ 熱 供 給 ・ 水 道 業  4  157  125  11

 G 情 報 通 信 業  3  12  6  6

 H 運 輸 業 ， 郵 便 業  18  218  178  40

 I 卸 売 業 ， 小 売 業  421  2,257  1,104  1,152

 J 金 融 業 ， 保 険 業  22  258  98  160

 K 不 動 産 業 ， 物 品 賃 貸 業  25  641  218  423

 L 学術研究，専門・技術サービス業  50  266  158  108

 M 宿 泊 業 ， 飲 食 サ ー ビ ス 業  235  879  318  552

 N 生 活関連サービス業 ，娯楽業  175  611  198  413

 O 教 育 ， 学 習 支 援 業  35  108  51  57

 P 医 療 ， 福 祉  151  2,202  523  1,679

 Q 複 合 サ ー ビ ス 事 業  16  192  145  47

 R サービス業（他に分類されないもの）  162  1,140  591  534

産　　業　　大　　分　　類 観光地域経済調査対象業種 
 

大野市の場合 
 対象事業所数 909事業所 
 対象従業者数 4,714人 

福井県全体の産業別付加
価値平均額（付加価値額
／事業所数）から推計 
大野市「付加価値総額」 

70百万×18社＝1,260百万円 

30百万×421社＝12,630百万円 

16百万×25社＝400百万円 

11百万×235社＝2,585百万円 

11百万×175社＝1,925百万円 

37百万×35社＝1,295百万円 

合計付加価値額 20,095百万円 

約200億円＝＜ 
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計
(人) (万円) （％） (㎡)

小売業計 330 198 132 1,735 828 907 2,844,285 40,824

56 各種商品小売業 - - - - - - - -

57 織物・衣服・身の回り品小売業 58 45 13 125 43 82 99,172 3.49% 3,133

571 呉服・服地・寝具小売業 19 14 5 38 18 20 22,627 842
572 男子服小売業 4 4 - 7 5 2 Ⅹ -
573 婦人・子供服小売業 26 21 5 51 16 35 47,717 1,251
574 靴・履物小売業 2 2 - 6 2 4 Ⅹ -
579 その他の織物・衣服・身の回り品小売業 7 4 3 23 2 21 14,429 1,040

58 飲食料品小売業 86 63 23 654 210 444 994,748 34.97% 7,214
581 各種食料品小売業 8 1 7 293 76 217 624,005 5,771
582 野菜・果実小売業 3 1 2 32 4 28 8,994 175
583 食肉小売業 2 1 1 31 11 20 Ⅹ Ⅹ
584 鮮魚小売業 1 1 - 1 1 - Ⅹ -
585 酒小売業 14 12 2 35 16 19 74,350 Ⅹ
586 菓子・パン小売業 20 18 2 75 24 51 42,701 53
589  その他の飲食料品小売業 38 29 9 187 78 109 218,625 787

59 機械器具小売業 62 25 37 352 252 100 779,582 27.41% 6,841
591 自動車小売業 38 11 27 266 202 64 556,934 3,210
592 自転車小売業 5 5 - 6 4 2 636 -
593 機械器具小売業（自動車，自転車を除く ） 19 9 10 80 46 34 222,012 3,631

60 その他の小売業 118 64 54 576 311 265 942,025 33.12% 23,636
601 家具・建具・畳小売業 12 8 4 34 20 14 15,034 2,579
602  じゅう器小売業 7 7 - 11 6 5 2,625 -
603 医薬品・化粧品小売業 19 10 9 93 26 67 194,975 2,549
604 農耕用品小売業 6 - 6 39 35 4 71,374 1,716
605 燃料小売業 26 11 15 102 77 25 294,199 210
606 書籍・文房具小売業 6 2 4 102 63 39 56,069 680
607 スポーツ用品・がん具・娯楽用品・楽器小売業 5 3 2 12 6 6 18,203 100
608 写真機・時計・眼鏡小売業 7 6 1 12 5 7 6,560 130
609 他に分類されない小売業 30 17 13 171 73 98 282,986 15,672

61 無店舗小売業 6 1 5 28 12 16 28,758 1.01% -

売場面積
計 個人 法人 男 女

市 町 村 ・ 産 業 分 類
事業所数 従業者数 年間商品

販 売 額
販売額の

割合

小売業事業所数および男女別従業者数、年間商品販売額、売場面積 
（平成28年経済センサス） 

「小売業」の中身を見
ると観光客がターゲッ
トばかりではないが、
今後居住人口が一定数
減り続けることを考え
ると、観光客を取り込
むことによって補うこ
とで経済活力を維持す
ることができる。 

■大野市における年間 
 商品販売額（小売）は 
 約284億円 

 
（参考）平成19年商業統計調査 
 事業所数  495事業所 
 従業者数  2,254人 
 商品販売額 約371億円 

近年10年間で、 
 事業所数  △165事業所 
 従業者数  △519人 
 商品販売額 △約87億円 
※ただし、商業統計調査と経済セン
サスにおける調査母集団に違いがあ
るため、あくまで傾向をつかむ目的
で作成 
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観光を推進する理由 

③観光誘客につながる地域資源が豊富だから 
 当たり前ではなく「ありがたい」ものを活かすとともに、助け合い「結の心」でおも
てなしする大野人自身が地域に誇りを持ち発信することが観光誘客につながります。 

・移りゆく四季の彩り 
・歴史・文化を感じる名所、旧跡 
・多種多様な体験観光メニュー 
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・天空の城「越前大野城」と城下町 
・水への恩返しCarrying Water Project 



大野市における「観光業」の可能性 

「観光」を推進
する理由がある 

「観光」以外のどの業種で自治体経営していくの
か。 

「観光業」を担
う事業者が複数
いる 

「観光業」は複数業
種が連携して行った
方が効果は高まると
思う 

行政と連携しつつ民間主導で観光地
域づくりの舵取り役となる組織が必
要 

・今ある観光施設や観光施策の取扱い、 
観光消費額等の数値目標の見直しを求められる 

NO 

NO 

①株式会社方式の新組織（DMC） 

②権限集約した既存の民間法人（DMＣ) 

大野市（行政側）の課題 
・各種計画の数値目標に観光関連指標 
 を掲げている（入込数等）が、観光 
 の数値を正確に捉えきれていない 
・行政主導で観光施策を推進している 
 が、営業活動の限界や人事異動・資 
 金面等で継続性への不安がある 
・観光に携わる第３セクターが複数存 
 在しているが、連携できていない 

舵取り役となる組織
に専門人材が必要 

③関係機関が意思統一する協議体(ＤＭＯ) 

収益を上げる仕組み（財政基盤の確保）、
社長人選や社員の育成確保、出資募集など 

１法人の選定方法、他事業者との連携方
策、行政との連携手法など 

NO 

参画メンバー選定（意思決定方法）、協議
体の位置付け、実動部隊との連携手法など 

・専門人材は市内か市外か 
・専門人材は一人か複数か 
・専門人材に求める役割は 
・組織に求められる専門性とは 
 （管理職＜営業＜経理＜） など 

現状
維持 

〜DMO設立検討委員会でのこれまでの議論と今後の方向性〜 

論点① 

論点② 

例えば… 
・営業タリフ(共通化) 
・複数飲食店(団体昼食) 
・JA(体験、工場見学) 
・森林組合(ﾁｯﾌﾟ、ｶﾞｲﾄﾞ） 

どこで 
だれが 
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観光地域づくりの舵取り役となる組織とは 

論点① 

組織形態 課題 解決策・可能性（出た意見・結果） 

株式会社方式の新
組織 
(ＤＭＣ、ＤＭＯ) 

・社長の人選、社員の育成確保 
・収益を上げる仕組み 
 （財政基盤の確保） 
・出資の募集 

 

など 

○ 
かじ取り役として事業者と連携して積極的に観
光客を受け入れ、生業として継続していける。
ただし、特に立ち上がり期に財務基盤が弱いこ
とが予想されることから行政が実施する事業の
一部を委託するなど、運営資金の確保が必要 

権限集約した既存
民間法人 
(ＤＭＣ、ＤＭＯ) 

・１法人の選定方法 
・他事業者との連携方策 
・行政との連携手法 

 

など 

△ 
活動の前提となる財務基盤がある程度しっかり
していてその会社の活動が市全体の観光のかじ
取り役となるのであれば可能性がある。ただし、
既存の第３セクターの役割を明確化するなど整
理が必要 

関係機関が意思統
一する協議体 
(共同体、ＤＭＯ) 

・協議体の位置付け 
・参画メンバー選定 
 （意思決定の方法） 
・実動部隊との連携手法 

 

など 

× 
協議体などの位置付けでは、これまでの行政主
導の観光から脱却できないのではないか。協議
会の意思決定に対し、民間事業者が同じ方向で
統一した活動ができるのか疑問 

どういった組織が「大野らしいＤＭＯのカタチ」なのか。 
それぞれの課題をどうクリアしていけるか。 
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大野市の「観光業」を引っ張る専門人材とは 

（質問）あなたのお店に送客してほしい「顧客像」はどんな方ですか。 
 …性別、家族構成、服装、食事の好み、年代、趣味、休日の過ごし方、仕事など、できる
限り具体的に 

 

 

                            ターゲット 
 

 

（質問）今ある観光資源以外の地域資源は何がありますか。 
 …地域資源が、上記ターゲットに対して「ウリ」になる見せ方、サービス提供の仕方を探
ることで差別化 

 

 

                            ブランディング 
 

論点② 

見えてきた顧客像（ターゲット）と活かせる資源を明ら
かにすることで、そのウリを全面に観光誘客（送客）を
得意とする専門人材、そのウリをどう戦略立てて活かし
ていくか分析する専門人材が必要になってくる。 
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大野市長へ提言（平成30年11月13日） 
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・危機感共有（覚悟） 

・観光業の担い手募集 

⇒発起人会設立 

・事業内容検討 

・行政との方針統一 

・出資募集 

⇒民間出資の「新会社」設立 

⇒大野版ＤＭＯの登録 
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2018年11月〜 大野版ＤＭＯ設立検討委員会が引き続き、双方の進捗状況を把握 

新たな観光業へ!! これからの動き 

民間事業者 

・危機感共有（覚悟） 

・行政内部の意思統一 

・第３セクター等の役割明確化 

・新会社との方針統一 

・組織改革、人員配置 

・関係者の意識改革 

行政・第三セクター等 

【参考】大野版ＤＭＯ設立検討委員会設置要綱 一部抜粋 
 第１条 観光を産業の柱とするための舵取り役となる大野版ＤＭＯの在り方について検討を行うため、 
     大野版ＤＭＯ設立検討委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

行政の全面的なバックアップのもと、新会社を中心に事業者・第３
セクター等が連携した攻めの観光、観光地経営の視点に立った活動
を行うことで、観光で未来を拓く取り組みを継続・発展させていく 


